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1. はじめに 

近年，大量の情報が配信されている World 

Wide Web上から情報を効率的に入手する手段と

して，種々の検索エンジンが利用されている．

しかし，検索者がいつでも検索目的に適した検

索語を思いつくとは限らない．そこで，ユーザ

は検索エンジンで情報入手ができなかった場合，

Q&A サイトでの質問の投稿や，質問回答データ

の閲覧を行う．  

Q&A サイトの質問は情報検索型，社会調査型，

非質問型の 3 つに分類することができる[1]（表

1）．その中で，客観的な情報を求める情報検索

型質問は同様の情報を知りたい検索者にも有用

であると考えられる．そこで，情報検索に利用

することを念頭に，Q&A サイトの質問回答デー

タの分析を進める． 

本稿では，情報検索型質問のテキストデータ

から，検索エンジンへ入力される検索語に関連

する語を抽出し評価する．具体的には，さらに，

抽出に利用された質問回答文から，Q&A サイト

の利用のされ方を考察し，情報入手の支援手法

を提案する．テキストデータにおける単語の出

現頻度や閲覧者の評価値を用いて関連語を自動

抽出し，その関連語を既存検索エンジンのサジ

ェスト語と比較評価する． 

 

表 1.  Q&Aサイトにおける質問の分類 
質問の型 詳細 

情報検索型 客観的な事実や情報を求める質問  
「人名」，「エラーの解決方法」など  

社会調査型 個人的な助言・意見・経験などを求める質問  
「推薦」，「助言」など 

非質問型 ・記述として何が書かれているのか 
分析者に理解できなかった質問 

・質問者の主張に対する反応を求めている質問 
 

 

 

2. 関連語の抽出アルゴリズム 

Q&A サイトの質問回答データには閲覧者が役

に立ったと評価したときにクリックするボタン

が存在する．そして，各質問回答データごとに

ボタンを押された累計回数が明示されており，

値が高いほど役に立っているといえる．そこで，

本研究ではこの値を「役に立った件数」（閲覧

者の評価値）として関連語の抽出に利用する．

抽出は以下のステップで行い，算出したスコア

の合計が高い語を有用な関連語とする． 

①各質問文を形態素解析し名詞のみを抽出 

②任意の検索語（単語）を含む質問文を抽出 

③抽出した各質問文の単語に 

その質問回答データへ与えられている 

役に立った件数をスコアとして付与 

④抽出した質問文において 

同じ単語同士のスコアの合計を算出 

このアルゴリズムで抽出される語は役に立っ

た件数が多い質問に含まれることとなり，閲覧

者の評価が強く反映されていると言える． 

3. 関連語の抽出 

2 章のアルゴリズムを用いて関連語を抽出した．

本研究では，Q&A サイトの 2001 年 11 月 11 日

から 2012 年 1 月 31 日までに「国内旅行（全

国）」「関東」「関西」カテゴリに投稿された

72,840 件の質問回答データから，まず情報検索

型質問 9,242 件を自動抽出する．次に，これを

関連語の抽出に用いた．質問の自動抽出は文献[2]

の手法を用いた． 

検索語を「飛行機」としたときの抽出結果

（左列）と既存検索エンジンでのサジェスト語

（右列）を表 2 に比較して示す．傾向として，

既存検索エンジンのサジェスト語に比べ抽象的

な語が並んでいる．例えば，「旅行」や「航

空」などである．これは，知りたいことを十分

に明確にできていない人が質問するためと考え

られる．  

一方で，「チケット」や「予約」など既存検

索エンジンのサジェスト語と重複する関連語も

存在した．これは，多くの人にとってニーズの

強い話題であると考えられる． 
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表 2. 抽出した関連語とサジェスト語 
東京 予約  
旅行 チケット  
航空 格安  
チケット 手荷物  
国内線 時刻表  
空港 運行状況  
機内 持ち込み  
予約 乗り方  

4. 評価された質問回答データの分析 

3 章より，Q&A サイトの質問回答データを用

いると主に抽象的な関連語が抽出された． 

そこで，抽出に利用した閲覧者の評価値が高

い質問を分析して，Q&A サイトと検索エンジン

の利用のされ方の違いを明らかにし，検索者の

支援手法を検討する． 

4.1質問内容の分析 

分析対象は検索語（飛行機，ANA，JAL，新

幹線，バスの 5 語）とその関連語（上位 8 語）

を含む評価された質問（上位 10 件）の合計 400

件の中で，重複などを除く 164件とした． 

分析データを質問者の質問動機は何かという

観点で分類した．その結果，6 種類の動機に基づ

いて質問をしていることがわかった（表 3）． 

 

表 3.  質問動機に基づく分類結果 

 
質問の動機  件数  

①  
あいまいな表現でしか言語化できず 
検索語を思いつけない  

22  

②  適切な検索語を思いつけず検索で調べることが困難  42  

③  検索しても Web上から十分に情報が得られない  18  

④  複数の知りたいことがあり検索では時間がかかる  28  

⑤  検索できないが適切な機関に問合せればわかる  23  

⑥  
規約違反の可能性があり適切な機関に 
問合せできない  

13  

⑦  その他  18  

最も多かったのは②である．ここに分類され

た質問は知りたいことが一般的な検索語では得

られないため，質問していると考えられる．例

えば，「高松と東京間の新幹線料金を知りた

い」という質問があった．この場合，高松に新

幹線は開通しておらず，別手段で岡山に行きそ

こから新幹線に乗車することとなる．この要求

を「高松 東京 新幹線」として検索すると，

飛行機を利用した行き方や新幹線の割引情報の

みが上位の検索結果に表示され，必要な情報を

入手できない．しかしながら，下位の検索結果

まで閲覧すると質問内容に合致する質問回答デ

ータの Web ページに辿り着け情報入手ができる． 

4.2情報要求の 4階層 

前節の質問動機と検索エンジンの利用のされ

方を Taylor の情報要求の 4 階層（図 1）[3]に対

応づけ，情報入手手段を整理する． 

 
図 1.  情報要求の 4階層 

表 3 の動機の①は意識された要求（図１の

Q2）に相当し，②～⑥は形式化された要求（同

Q3）に相当すると考えられる．そのため，Q&A

サイトの利用者は Q2 や Q3 の状態で利用してい

ると言える．一方，検索エンジンは形式化され

た要求（同 Q3）または調整済みの要求（同

Q4）に相当する． 

人間の情報要求は直感的要求（同 Q1）から調

整済みの要求（同 Q4）に向かって徐々に段階的

に具体化されるが，人間の情報要求を満たすた

めには，問題の言語化ができる Q2 までの情報要

求に対応した情報入手支援が必要と考えられる．

そのため，既存検索エンジンで情報入手ができ

なかった人には，抽出した関連語と質問タイト

ルを利用し，質問回答データを提示することで，

自然文による検索者の要求の具体化を支援する

ことが有効だと考えられる．そこで，質問回答

データを用いた情報入手支援システムを構築し

た（図 2）．本システムでは，自然文の情報から

検索者の要求が具体化されることを期待できる．  

 
図 2.  情報入手支援システム（飛行機の例） 

5.おわりに 

本稿では，検索エンジンに入力される検索語

と関連する語の抽出及びその評価を行ったが，

抽象的な語が抽出された．そこで，関連語の抽

出に利用した質問を分析し，Q&A サイトでの質

問の動機を明らかにし，情報要求の 4 階層を参

考に，情報入手の支援システムを構築した．こ

れにより，情報入手の支援を自然文を用いて行

える見通しを得た． 
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